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Abstract

　　The typical images of fandom are negative stereotypes and labels of deviancy. Especially, 
the female fan's roles in popular music studies have been largely limited to being negative 
audience members. Many essays about female fandom written by numerous sociologists and 
social psychologists prove that many female fandom are complex and exciting arenas for critical 
enquiry, rather than a subject to be trivialized and dismissed. They also recognize female fans 
as creative and positive interpreters to their often repressive social environments, and cultural 
producers.
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はじめに

　「ファン（fan）」という単語の起源は「熱狂（fanatic）」で、特定の対象に対する応援者、愛好

者を指す言葉であり、「狂信者」を意味する「ファナティスト（fanatist）」に由来する１。日本では、

ファンに類似する言葉として贔屓（ひいき、贔負とも）がある。贔屓の語源は、「盛んに力を使う」

等を意味する中国語の「贔屭」（ひき）で、「特に目をかけて引き立てる」に転じた２。

　ファンは、社会学や社会心理学では流行現象や大衆現象として注目される一方で、マーケティ

ングの立場からはビジネスチャンスとして関心を寄せられてきた３。同じものを好きになり応援

することは、個性的に生きたいという願いとともに自分と同じ感性をもった他者とつながりたい

という人間が本来持っている相反しがちな欲求を同時にかなえることのできる行動でもある４。

　モノやサービス、情報を生みだす企業側からすれば、ファン心理は、度を超すとサッカーのフー

リガンのように暴徒化やストーカー化につながりコントロール不可能な状態を作り出す危険性も

はらんでいる一方で、持続的な利益回収や顧客の囲いこみを可能にし、半永続的な利益回収モデ

ルを生みだす魅力に満ちた存在でもある。ソーシャルメディアの普及によってあらゆるビジネス

の関係性が一方的で一期一会の刹那的関係ではなく、持続する関係性になったため単なるモノや

サービスや情報とカネの交換だけでなく、そこになんらかの共感や共鳴が存在する関係に変化し

た５。

　一方で、初期のファン研究、特にポピュラー音楽の女性ファンに関する研究では、ネガティヴ

ポピュラー音楽と女性ファン

吉　　光　　正　　絵

Popular Music and Female fans

Masae YOSHIMITSU



― 266 ―

長崎県立大学国際情報学部研究紀要　第14号（2013）

な批評が多かった。女性ファンの場合には、コンサート会場や空港で金切り声をあげて失神する

姿やクラブで舞踏病にかかったかのように忘我の中で踊り続ける姿といったステレオタイプに見

られるように、マスメディアや文化産業に踊らされている受動的な存在、群衆の中で我を忘れて

自制を失った病的な存在として語られてきた６。これらの初期のファン研究における女性ファン

を語る言説については、女性の社会的地位の向上や発言力の増加にしたがって、男性の書き手や

論者らからの誇張された幻想の結果だと指摘し怒りを表明する立場がでてきた７。

　また、オーディエンス研究やカルチュラル・スタディーズの研究成果から、ポピュラー音楽

ファンの女性達の行動を微視的に見てみると、単なる受動的な行動とは言い難い能動的で多様な

要素が複雑に絡み合った意識や行動を生み出しており、ファン達はファンになることで、自分の

アイデンティティやコミュニティ感覚を獲得する場合があることが明らかになってきた８。特に、

女性のファン研究では、テレビドラマやヒットチャートの音楽作品といった、大衆的で通俗的と

呼ばれることもある作品をめぐってファン同志のコミュニケーションの輪の中で生み出された物

語や役割、解釈共同体は、日常生活で彼女たちが強要されている女性らしさや家父長制的権力

に対抗的な場合もあることが指摘されてきた９。しかも、情報通信機器のデジタル化とインター

ネットの普及はファン行動のための情報収集や創作活動、コミュニケーションを低コスト化・簡

便化し、プロフェッショナルとアマチュアの差異や表現における権力の不均衡からある程度解

き放った。ファンがファンのために作り出す作品群は、「D.I.Y」(Do It Yourself)、「U.G.M」（User 
Generated Media）といった肯定的な言説と共に語られることが多くなり、受動的聴衆や病理集団、

逸脱集団と捉える視線から、既成の文化に改変や解釈を加えて独自の文化を作り出す「アクティ

ヴ・オーディエンス」、「相互作用的な演じ手」として積極的、能動的な存在として捉えられるよ

うになった。

　現在では、国境や時代にとらわれないメディア作品の視聴がほぼ無料で無限に楽しめるため、

weblog、youtube、twitter、pixiv、ニコニコ動画で共有されるファンたちの解釈やアクション、二

次創作といったボランティアの口コミ機能こそが爆発的なヒットにつながる要因になり、全く新

しい作品や商業ジャンル、ビジネスチャンスが生まれてくる場合もある。

　メディアを駆使した女性ファン同志の情報や面白さやカッコよさ、かわいさといった感覚の共

有による巨大マーケットの誕生は、日本の場合では 1990 年代以降の「コギャルとケータイ」以降、

盤石になった。それに先駆けて男女雇用均等法以降の、女性の社会進出に伴う、行動力や購買力

の向上にスターシステムを擁するメディア産業が媚びたこともある。ケーブルテレビ網や衛星放

送網、インターネットの整備により国際競争を余技なくされたメディア産業は女子の集団的な聴

取傾向や購買力に頼る傾向を強めてきた。女性のファン行動は、自分が憧れるスターに因んだグッ

ズ収集や同じ化粧品や服装、食べ物や空間を共有したいといった同一化欲求が強く、「聖地巡り」

と呼ばれるスターや作品に因んだ場所を集団で廻る傾向もある。そのため一人のスター生まれれ

ば、潤う業界が大きい。また最近では、「女子力」や「女子会」ブームなど、「女子」と言う言葉

に、肯定的な意味を持たせる場合も増えてきた 10。

　日本では、クールブリタニア（英国）を参考に企画されたクールジャパンやビジットジャパンで、

かわいいという言葉がキイ・ワードとして使われている 11。ここでは、パフィやロリータファッ

ションや制服を着たかわいい大使、キャリーパミュパミュ、のように若い女性の好む文化が世界

に発信できる日本発の数少ないコンテンツとして称賛されている 12。

　本論では、上記のようなポピュラー音楽研究の領域で語られてきた女性ファンを巡る言説を概

観しそこで語られる言説が、どのような要因で変化してきたのかということを分析することを目

的とする。
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１．女性が好むポピュラー音楽の傾向

　音楽の好みと国籍やジェンダーや職業といった社会的地位や属性の関係については、社会学、

社会心理学でも、様々な研究がおこなわれてきた。それらの研究成果から、社会階層や国籍によ

る音楽の好みには差異はみられないものの、ジェンダーによっては大きく異なるということが、

指摘されてきた。

　社会心理学の領域では、音楽の好みに関する実証実験も行われてきた。特に、十代の少女と少

年の間には音楽と音楽に関連する嗜好や活動の好みにおいて著しいジェンダー差があり、男性は

「ハードな」または「タフな」と言われる音楽を好み、女性は「ソフトな」、ロマンティックな

音楽を好む傾向が見出されてきた 13。男性に強く訴えかける音楽は、轟音でエレクトリック・ギ

ターをかき鳴らすギター・ヒーローを数多く生み出してきたハードロックやヘビーメタル、難解

な歌詞や多重録音で音の厚みを増幅した長い曲が特徴的なプログレッシヴ・ロック等であり、女

性が強く惹かれるのはポップやヒット曲、ディスコのようなダンス音楽、座った姿勢で演奏され

るフォークやクラシックとのことだ 14。

　社会心理学領域におけるポピュラー音楽とジェンダーの関係に関する研究を概観した研究で

は、青年期の男女の音楽の好みと個人的属性に関する広汎な研究を吟味した結果、社会階級や人

種の影響はみられないが、ジェンダーによる差のみが唯一普遍的な要因たりえると結論づけられ

ている 15。しかし、「男女差があまりはっきりしない社会集団では、音楽の好みの上での性別に

よる違いもまた、あまり目立たないだろう」16 と、音楽の好みにみられる男女差は、社会での男

女差を反映している傾向が指摘されている。

　音楽の好みに見られる男女差は、男女のおかれている社会的地位やライフスタイルの可能性、

一般的な性役割での違いから説明されている。サイモン・フリスによれば、イギリスの労働者階

級の女性の生活は、全年齢段階において家庭の維持と再生産に費やされているので、自分自身の

趣味を構築する機会がない。特に十代の少女に対する親の監視は厳しいので、自分の趣味を形成

するために必要な余暇や家庭や学校以外の場所（ここではストリート）に出て行くことができな

い。また、趣味を充実させるために必要なこづかい稼ぎとして少年達がしているちょっとしたア

ルバイトなども、料理や育児といった家庭内の仕事の補助に時間をとられているためにできない。

また、速い段階から、結婚相手をみつけるために必要な男性の気をひくための化粧や衣裳に凝る

といった、男性の気を惹くための訓練に費やされ、それ以外のわずかな空き時間は、寝室での夢

想に限定される。そのため女性は、寝室の夢想を増幅してくれるソフトで叙情的な「愛の歌」や、

セクシーで魅力的な身体の獲得や結婚相手との偶然の出会いを予感させるダンス音楽を好むとの

ことである 17。少女の余暇は仕事と切り離された本当の自由時間ではなく、家事労働者としての

キャリアの必要不可欠な部分であるので、少女文化をどんなにロマンティックに表現してもリア

リズムが入り込んでくると、女性の趣味構築の難しさも指摘されている 18。

２．十代の市場の成立とスター崇拝

　1950 年代、第二次世界大戦後のベビーブーム（1946 年から 1957 年の間に 3500 万人がアメ

リカ合衆国で誕生した）に生まれた 10 代の若者達―フィフィティーズ世代―は、アメリカでは

大きな位置を占めてきた。ベビー・ブーマーと共に、ラジオのヒットチャートや 45 回転のレコー

ド、ロック専門のＦＭラジオ局が生まれ、既成社会への反逆や居心地の悪さを共有する仲間意識

に基づいた若者向けの市場が誕生した 19。メディア情報の共有によって生まれる仲間意識が、そ
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の後の若者と永遠に若くありたい大人向けのマーケティングの基礎となった 20。

　エドガール・モランは、1950年代のラジオのヒットチャートのスターであるビング・クロスビー

を崇拝するタイピストなどの例もとりあげ女性ファンのスター崇拝を分析している。ファンのス

ター崇拝は、まず、写真、インタビュー、ゴシップ、小説化された生活などの出版物によって培

われ、ファンレターやプレゼント、ファンクラブ、巡礼、儀式、映画祭などのイベントによって

確立される 21。そして、スターの聖遺物としてのサインや写真やグッズの収集と、スターの身体

管理法や化粧、衣装や物腰や癖を真似ることによって日々の信仰が実施される。女性ファンたち

は、スターやスターの相手役の女性の一挙一頭足に感情移入し、帰宅後のベッドルームでは鏡を

見ながら自分の姿形を主演女優に重ねて夢想し、スターのピンナップに相談ごとを語りかけなが

ら手紙を書く。ファンクラブは、ファンたちから送られてきた手紙やプレゼントをスターに渡し

て返事を届け、スターが歌うバラードやおしゃべりを聴くイベントを開催し、時にはスター自身

と行く、スターゆかりの地を巡るツアーを行う。ゴシップ記事やファンとの交流でファンとの距

離が近くなりすぎて失われかけたスターの威光は、授賞式のレッドカーペットや檀上でカメラの

フラッシュを浴びながらゴージャスほほ笑む姿によって取り戻される 22。

　ティーニー・バッパーと呼ばれる 10 歳から 13 歳の少女たちは、行動に規制が強い女性の人

生の中でもとりわけ家庭や学校からの制約が激しい段階だ。彼女らの文化は通常、三年サイクル

で入れ代わるポップ・スターに焦点をあて、文化的なシンボルはレコードよりもむしろ雑誌であ

る。レコードを買う場合にはシングルを買う。Ｔシャツやお盆のようなアイドル関連品は、レコー

ドと同じくらいよく売れる。この年頃の少女の若者文化的活動は、家庭ですぐにアクセスできる

ものにとても集中している。テレビはラジオよりも意味があり、スターの映像は音よりも重要で、

十代向けの少女雑誌は「今一番のポップ・スターとポップ・シーンの面白さ」を書き、関心は音

楽よりもおしゃべりや洋服や持ち物や写真で、少女雑誌の売り上げ部数は、最新のティーン向け

アイドルの映像の力に相当負っている。十代後半になっても女性の音楽嗜好と寝室と音楽の関係

は続き、少女たちは歌詞で音楽に入って行く 23。

　このような女性のポピュラー音楽との関わり方は、女性の音楽聴取の場所すなわち余暇がすご

される場所や、自分の趣味が形成される場所が自宅を中心としたものであることに大きく影響を

うける。結婚は今でもまさしく女性のキャリアそのもので、結婚がキャリア選択でなくなって初

めて、他の余暇の可能性が開かれてくる。「女性の人生はある家事システムから別の家事システ

ムへの移行にすぎない」とも同書で指摘されているが、女性の生活のメインステージが台所と寝

室以外の場所に移行しない限り、音楽の好みを含めたまともな趣味は形成されないと結ばれてい

る 24。

３．非日常領域における抵抗姿勢の獲得

　ロック音楽の共有によって既存社会と異なる社会関係の構築がめざされたものに、「サマーオブ

ラブ」などのロック・フェスティヴァルを中核とした運動がある 25。このような場では、ロック

とは「生き様」であり「20 世紀の呪術」を構成し、「ロック願望とは、全体的自由、全的な体験、

全的な愛、平和、お互いの愛情」を示し汎人類的に人と人を直に結び付ける「新しい」社会関係

を示すものであった 26。ロック・コムニタスでは、男女ともに長髪で両性具有的な服装で性的自

由を楽しみ、性別や機能が未分化で平等な社会関係が国際的かつ普遍的に築かれている 27。ヒッ

ピーたちが作り出すロック・コムニタスは、ジャズと詩の朗読を好み旅を好んだビート族に由来

するが、現代社会では、ティーンエイジャーたちの、クールな視線で社会体制を眺めつつ社会的
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に劣位の位置のアイデンティティを身に着け浮浪者のような衣服をまとって放浪を好み社会秩序

の外側を目指す一派に継承されてきた 28。ただし、ヒッピー運動では、その運動を代表するアー

ティストであるジャニス・ジョプリンに関する研究に見られるように、一見、女性の地位が高い

運動であるようにみられるが、男性グルと女性グルーピーのような、男性にとって都合の良い関

係性を強いられる場合が多かったとのことである 29。

　イギリスの労働者階級の若者の間でも、第二次世界大戦終了後から、ストリート文化と商業主

義が結びついたポピュラー音楽とファッションによって表現されるサブカルチャーが多数生まれ

てきた 30。

　サブカルチャー研究は、労働者階級や移民といった社会の周縁的な存在特有の文化と、それに

影響を受ける白人の中産階級の若者達の逸脱行動から研究が始まったため、比較的マイナーな

ジャンルの音楽愛好者の行動について研究が行われる傾向があった。

　サブカルチャー研究では、主に家庭や学校の教室を離れたストリートでの仲間集団内、集団間

の競合関係で育まれるボーイズ・クラブ的な男性文化の側面について多くの研究が行われてき

た 31。ただし、女性は、趣味や嗜好が形成される家庭や学校以外の場所に、男性のエスコートな

しで参入する場合には、男性からの攻撃や搾取、蔑視、を受ける場合もあることが指摘されてき

た 32。既存社会における女性役割を強調する傾向が強く男性優位のポピュラー音楽領域の中でも、

1970 年代から 80 年代にかけて英国や米国で起こったパンク・ムーブメントは、例外的に女性役

割や地位への抵抗が実践され社会的な影響力をもった 33。パンクのヘアメイクは、できるだけ醜

く見えることを目的に施される。スキンヘッドやダメージヘアに、顔の特徴を黒く塗りつぶすメ

イクによる、怒りや恐怖の強調、女性美のためには隠されるべきとされるわき毛やひげなどが写

り込んだグラビアがアルバムジャケットに採用された 34。特に、アメリカ北西部を中心に起こっ

たパンク・ロックがフェミニズムと結びついたムーブメントとして語られてきた Riot Grrl（ライオッ

トガール）がある。男性（特に白人）中心のロックシーンへの対抗姿勢や日常生活での苛立ちが

手書きのイラストや文字に込められたジン（商業主義ではないセルフメイドの雑誌）が女性達に

よって作られ手渡しや郵送で同好の女性たちの元に届けられた 35。

４．日常生活における女性役割への抵抗

　一方で、世界中に流通しているメジャーのポピュラー音楽産業が生み出すポピュラー音楽を愛

好する女性たちも、単なる受動的な存在ではないということも指摘されるようになった。女性た

ちがダンスを楽しむことやスターに憧れて行う、抵抗姿勢の構築には、女性たちに使用が許され、

高い技術が修練されてきた表現手段の、ヘアメイクやファッション、ダンスの能力が応用される

ことが多い 36。女性たちは、憧れのスターやパフォーマンスされている曲を楽しむ一方で、表現

されている世界観にそった服装やヘアメイク、ダンスをすることで、日常生活で自分に与えられ

た都合の良い家事労働者（あるいは予備軍）として以外の自分を夢想し、それ以外の役割を自分

なりに構築する。こうして作り上げた女性役割が、学校や会社や地域といった実生活で関わる人

間関係で期待される役割との距離をいかに攪乱し権威者たちを当惑させていくかということに分

析の焦点があてられてきた。

　ポップ・スターへの同一化に積極的な意味づけが行われた初期のものに、マドンナとその少

女ファンの「（マドンナのように）なりたい族（wanna-bes）」の研究がある。フィスクによれば、

少女たちにとってのマドンナの魅力は、自分自身のイメージを自分で操作し、女性のセクシュア

リティの意味を自分で決める権利を主張している、言語／表象の領域とジェンダーの領域で対抗
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的な立場にたっていることである 37。

　マドンナは、国際的なケーブルテレビ網の MTV が作り出した代表的なスターである。ケーブ

ルテレビは有料でチャンネル数も多く競争も激しいため、消費者の嗜好に合わせた番組作りが行

われる。MTV で放送されるミュージック・ビデオは、映像やファッションなど記号表現の快楽

に関心をよせる十代の若者むけに作られている。特に、十代の女性向きのアイドルやスターの場

合には女性にとって都合の良い「ロマンス」の型式を備えた物語が展開されている。女性がロマ

ンス物に快楽を覚えるのは、内容を自由に解釈でき、視聴者が自分自身を物語に投影し、テクス

ト上の慣行とか社会的ルールや知識を能動的かつ創造的に利用して、社会の慣習やルール、社会

的な境界と戯れることが許されるからで、このような読み方は、女性のサブカルチャー経験では、

重要な要素であるとのことである 38。また、MTV で放送されるミュージックビデオは、せいぜ

い３分程度であるが、その制作過程を放送するメイキング番組が高い視聴率をもっていた。マド

ンナは、そうしたメイキング放送を通して、素顔やトレーニング中などのマドンナに成っていく

姿を放送することで、ファンの少女たちの共感を勝ち取っていった。マドンナのファンの少女た

ちは、第二次世界大戦後の消費世界のトレンドを作ってきたベビーブーマーの子ども世代のＸ世

代でもあった。「ジェネレーションＸ」世代は、ケーブルテレビ、ビデオ、コンピューターゲー

ムを活用し、無数にある選択肢から、その時の気分に合わせて積極的にリモコンでチャンネルを

変えていく。彼らは、メディアの海で遊ぶサーファーのようなもので、見るものが自分たちでダ

ビングしたビデオであろうと、ニュースであろうと、面白ければ自分の都合のいい時間に見る 。

そして、メディアの操作性こそを楽しむ 39。また、Ｘ世代は、スターの華やかな生活にあこがれ

ると同時に裏の部分の観察も怠らず、落ちた偶像たちのその後のストーリーや自分たちと同じ世

代の地味な人間の成功過程の視聴を好む 40。

５．作り手／送り手としてのファン

　ファンの中には、自分が愛好し応援する対象への関与を、ベッドルームでの夢想やお茶の間で

のテレビ鑑賞、パッケージ化された生産物の消費から一歩進んだ段階へと発展させる場合がある。

そのようなファンたちは、モノを作ることに向かう 41。モノを作る場合には、放送された番組や

雑誌などのイメージの収集や編集、解釈により作り出す場合が多いが、より踏み込んだファンた

ちは、自前の情報―メディア産業が作り出すイメージに価格がついてパッケージ化されて流通さ

れていない情報やパッケージされる前の状態の情報収集を積極的に行う。ファン集団が作り出し

た物語、音楽、写真、絵、動画、アニメ、雑誌、キャラクターなどのモノは、「私だけの」個人

的な楽しみの糧とされる一方で、「私たちだけ」の喜びとしてファン集団によって共有される。ファ

ンたちは、ファン活動で受けた快楽や喜びを消費するとともに、受けた喜びを愛好し応援する対

象のメディア上のイメージを流用して発信することで、製作者や発信者となる。

　ファン・フィクションと呼ばれる、ファン達が実在のスター同士の関係性を想像した小説やマ

ンガが数多く製作され、共有されてきた。ハリウッドで映画化されたアン・ライス作の「ヴァン

パイア・レスタト・シリーズ」などが有名である。ファン自身とスターとの恋愛関係を夢想した、

ファン自分を主人公にしたファン・フィクションも多数書かれて共有されている。女性たちが、

寝室を出ないままにインターネットを経由して世界中の同好者と出会い、作品を共有しあい、ウェ

ブサイトにおける創造的な文化実践を行う、私的領域での女性たちによる文化表現や文化実践の

新しい形式は、「デジタル・ベッドルーム（digital bedroom）」という言葉で紹介されている 42。

ファン自身の作り出したモノや情報を共有し愛好する他者が増えるごとに、そのファンコミュニ
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ティへのコミットメントやそこから得られるアイデンティティを強固にしていく。また、ファン

集団が作り出すモノや作り出す過程は、対抗的な価値観に基づいたものも含まれる。おっかけや

撮影、二次創作作品の製作は、スターやアイドルへのプライバシー侵害や、メディア産業の利益

を損なう著作権侵害、迷惑行為としてバッシングされる一方で、批評するよりも創造的なやり方

の一つだとみなす場合もある 43。一方で、ファンの自発的な取材や情報発信はお金の掛からない

PR 効果や顧客の創造にプラスの働きがあるとみなす見方もある。

６．日本の女性ファン

　日本のポピュラー音楽の女性ファンに関する研究は、宝塚、ヴィジュアル系、ジャニーズといっ

たジャンル研究の分野で多くの業績があげられてきた 44。これらのジャンルに共有される傾向に、

日本の女性ファンが大量に発生するジャンルの共通傾向に、「無給の育成期間を経て番付が年功

序列であがっていく丸抱え式のシステムを抱える同性だけの群像システム」があげられる 45。こ

のシステムは、相撲や歌舞伎といった伝統芸能から日本女性のファンカルチャーの母船とも言わ

れているジャニーズやヴィジュアル系、日本を含むアジア圏でも大ヒットした K-POP などに顕

著である。

　日本のアイドルは欧米におけるスターよりもファンにとっては近しい親近感を持った同時代人

と定義づけられている。小川博司によれば、アイドルとファンの関係は、映画スターとファンの

関係とは異なり、ファンの手の届かない彼岸にいる存在ではなく、ファンにとっては決して「ノー」

と言わない同時代を生きる「擬似的仲間」である。小川によれば、アイドルをスターよりも「こ

ちら」側に連れてきたのは、テレビとキャラクターがとくに重要で、アイドルは時代の典型的性

格を反映しているという点を指摘する 46。アイドルの成立には、テレビと生写真が必要であり、

歌番組やイベントの会場全体で一体感を得るためのフリやコールが必要である。小川は、ひたす

らロマンスのみを歌うアイドル現象の背景に 1960 年代後半の学生運動と、それらの運動と連動

していたフォークソングの挫折による青年層の脱政治的、私生活優先主義を指摘している 47。

　1980 年代から現在まで、日本のテレビ放送や芸能雑誌にずっとトップアイドルを送り続けて

きたジャニーズ事務所の人気については、多くの研究が行われてきた。ジャニーズファンの特徴

に「担当制」がある。担当とは、ファンコミュニティの中で自分を語る重要なシンボルとなるが、

1990 年代までのジャニーズファンは、自分という「当事者」とアイドルとの間の疑似恋愛関係

に重点を置くため「同担」を回避しつつゆるやかな集団を築いていた 48。ジャニーズに代表され

るメディア文化が生み出すアイコンに耽溺して生きる一方で、結婚によりある程度の安定した収

入源や家庭の安息を維持し続け若さを維持する戦略は「戦略的ミーハー」と呼ばれている。この

ような生き方は、女性が好みの男性と結ばれたいと思うようになったが現実にそのような相手と

結ばれることのリスク回避の結果発展した生き方であり、女性が男に見た目への気配りや上品さ

を求める欲求＝恋愛をアイドルに求め、付加価値のない相手と現実の安定した家庭生活を営む生

き方である。女性たちは、アイドルのファンであり続けることで、自分の生き方を俯瞰的にとら

えたうえでようやく手にした選択の自由と若さを保ち続け、途中でやめてもいつでも好きな時に

復帰できるように「ジャニーズ」などの集合体のファンになっていると太田は指摘する 49。

　女性ファンたちの応援は、コンサートに持ち込むウチワや一人きりでの寝室での CD や DVD、

ドラマなどの視聴や雑誌の熟読を通したスターと自分との一対一の関係を夢想する場合と、ファ

ン集団で共感を確認しあったり同人誌などのファンのための創作物を作って共有することなどが

ある。
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　日本の伝統芸能や演歌などから引き継いでいるファン行動の習慣に、「贔屓」がある。贔屓は、

日本の歌舞伎における「贔屓」が典型例である伝統芸能におけるファン・システムである。贔屓は、

観劇中には自分が見込んだ俳優への褒め言葉を連ね、劇場前に幟を立てて進物を積み、幕を贈り、

＜○○連＞と称して団体見物をしていた。歌舞伎の俳優にとっての贔屓の有無が自己の芸の成否

に関わっていたために贔屓を大切にして一層の引き立てを願う。現在の日本でも、アイドルやロッ

クバンドのコンサートの時には、ファン達が自発的に応援スローガンを書いた垂れ幕を作って記

念写真の撮影をしたり、差し入れをする場合が見られる。特に、1990 年代の香港スター 50 や現

在の K-POP ではスターやアイドルの誕生日会をファンが企画したり、コンサートや番組収録の

ために 100 人分の食事を差し入れしたりと、大規模な贔屓活動が見られる。

　日本の伝統的な応援行動に「おっかけ」がある。これは、明治の中頃に落語や講談と並ぶ当時

の三大ポピュラー芸能の一つ「娘義太」を追っかけた「追っかけ連」と呼ばれた青年たちに由来

する 51。おっかけは、プライヴァシーや著作権の侵害、病的な者になると崇拝相手の射殺や暴徒

と化すなど事件を引き起こすこともある。しかし、AKB48の「会いにいけるアイドル」戦略や、

ジャニーズファミリークラブ（ファンクラブ）のファン達のイベントへの常連度に比例した「上

連」、「中連」、「下連」といったファンの差別化 52 や K-POP の空港写真やファンカフェの容認に

顕著なように、日本や韓国、香港などのアジア諸国の場合には、特にこの「追っかけ」をポピュ

ラー文化の維持のシステムに組み込む傾向が見られる。

　日本でも女性ファンによるスラッシュ・フィクションは多数書かれてきた。日本ではグループ

サウンズの頃から、アイドルをモデルにした漫画や小説も公式、非公式で描かれてきた。また、

ドリーム小説や夢小説と呼ばれる、登録者名を入力するとファンの名前とスターの名前で恋愛小

説を作ってくれるサービスもインターネットでは人気のコンテンツとなっている。日本のファン・

フィクションでは、同性、異性の恋愛ものも人気だが、スターやアイドルを先輩後輩や先生に置

き換える学園ものや、同年代設定の男性同士を、父親、母親、子どもにした一つの家族を設定し

たやりとりを描く作品も人気である。さらには、ジャニーズのファンクラブの「ファミリー」や、

韓流ブームをもたらしたペ・ヨンジュンがファン達を呼ぶ「家族」という呼称に代表されるように、

「家族」への置き換えも人気である。家族という一次的関係の設定によって、ファンとスター、ファ

ン同士のあいだの「地理的な距離感や国家的アイデンティティの違い」の乗り越えがおきるが、「家

族ではない」人には関係を閉ざす排他的な家族愛が実践され、ファンの囲い込みにもつながって

いるとのことである 53。

　ジャニーズのファン集団を定点観測的に研究してきた辻は、1990年代の中盤くらいにジャニー

ズがジャニーズ「系」と呼ばれるようになってから、アイドルへの直接接触を望むよりも、アイ

ドルの真似をしてファン同士で仲良くするのが何よりも楽しいという「関係性の快楽」の方が大

きくなっていったということを指摘している。この背景には友達を最優先にする若者の生き方が

反映されているとのことである。そして、ソーシャルメディアが流行した後では、観察者同志の

ゆるやかな連帯に変化していると指摘している 54。様々なジャンルの熱心なファン達を描いたマ

ンガでは、女性ファンたちが互いに共感できる行動をとった場合にはジャンルが異なっても「同

志」と呼ばれている。「同志」とは、「友達関係を維持させることそのものが目的化」しているわ

けではなく「年齢とか服装のジャンルとかよく行く店とか」に関係なく、「目標を達成するため

にたまたま出会った人たち」を意味する居心地のよい関係である 55。アイドルやスターへの応援

を通してであった女性同士の間に偶然できた関係が、女性のファン活動の一番の楽しみになって

るとも考えられる。

　ワナビーズのように、憧れのスターのヘアメイクや服装の真似をする遊びは、日本では、
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1970 年代から、SF 大会やコミケなどで、「ロック系のファッション、たとえばグラム、フリル

ドレス、男装スーツ、ナチス系黒服など」が見られた 56。ストリートファッションとして、特定

ジャンルの音楽の愛好行動と結びついたスタイルも、1974 年に創刊された雑誌『宝島』（1974 年、

JICC 出版）の創刊とともに一般化していく。彼女たちは、日本のインディーズレーベル音楽を

好んだ中高生がメインであり代表的なものにナゴムというインディーズレーベルのファンの女性

達の「ナゴムギャル」がある。日本のインディーズのミュージシャンのファッションを真似をす

るスタイルの一般化は、マイナー文化のアヴァンギャルドさを反映させたファッションへと向か

いアンチ管理社会をファッションで表現したため、フリーター層の増加と共に、他のジャンルが

消滅していくのに対し、脈々と続いている 57。

おわりに

　女性たちは、好みの曲や憧れのスターを手がかりに、ファン雑誌やラジオやインターネットな

どのメディア上で、あるいはクラブやライブハウスや服屋やコミケといった集まりの場所で、自

分と似た感性や考え方の相手と出会ってきた。メディア上やリアルな場に築かれた集団の中で、

女性たちは、自分の好きなスターや物語の感想をただ叫びあったりもするが、コミュニケーショ

ンの中で、自分を拘束する日常的な役割への固定観念や期待に対する批判的な言説を交換し自分

達の抵抗の姿勢を強めていく。そのような日常的な役割への違和感やこうであればいいのにと

いった欲求が反映されたファン・フィクションやマッシュアップ動画などの二次創作の作品群は

新たな文化領域の創出契機ともなっている。女性達の集団が大きくなり行動が大胆になるほど、

かつては男性だけに開かれ、男性の介在なしには立ち入りを禁止されていたメディア上や市場、

ストリートといった公共領域に女性の姿が見られるようになり、マスメディアや広告代理店も女

性の好みに耳を傾けるようになった。ポピュラー文化の領域でも、女性が居心地よく安心して楽

しめる関係性を築いてきた。なお、この文脈では、ファンジン（ファンが読む雑誌）や、携帯電

話、インターネットなど、コミュニケーションメディアの女性ならではの流用の過程とそこでの

関係性の分析に多くがさかれている。「好き」を基準にした女性たちのコミュニケーション技術

利用の応用力の高さと関係構築力の高さが、メディアの進化と共に無視できない勢力として拡大

していきポピュラー文化における女性領域を拡大させてきた。

　日本のポピュラー音楽の女性ファンの文化は、「テレビ世代」が成熟し視聴者がチャンネル全体

を操作的に遊ぶモードが一般化し、放送局自体が遊び場になっている様子の反映である。このよ

うな時代に、テレビが放送している枠の外側を「見たい知りたい」という欲求からおっかけが一

般化していく。年代が下がるに従って、ジャニーズ、香港明星、相撲、インディーズバンド、お

笑い、韓流、と、多チャンネル化やビデオの普及により視聴者の「見たい知りたい」欲求が細分

化していく状況や、日本のマスメディアが放送しないモノを見たい、知りたいという欲求を叶え

る環境が整備されてきた。同時に、対象や方法を選び努力すれば、「ドラマやニュースみたいな体

験がしてみたい」や「スターに囲まれた生活」という視聴者の願望がそのまま実現できる環境になっ

た。そのことは、おっかけ対象となるスターの存在根拠でもある「テレビ界」に圧倒的存在感の

スターやカリスマがいなくなり、われわれをしばってきた常識や権威も解体して何でもありになっ

てしまったことで、結局は最後の拠点である「自分」が中心に据わり、視聴者一人一人が誰でも

主役になりうるという「幻想」（ポジティブに「夢」と言い換えても良い）58 が実現する環境になっ

たことを意味している。
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